
　

理
化
学
研
究
所
（
理
研
）

の
発
表
し
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞

が
世
間
の
絶
大
な
注
目
を
浴

び
た
の
は
昨
年
一
月
だ
っ

た
。
だ
が
、
ま
も
な
く
、
そ

の
存
在
が
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
、

日
本
の
科
学
界
に
大
き
な
汚

点
を
残
し
、
消
え
去
り
つ
つ

あ
る
▼
一
方
、
同
じ
理
研
の

主
導
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
臨
床

応
用
を
め
ざ
し
着
手
さ
れ
た

世
界
初
の
臨
床
試
験
の
対
象

は
目
の
病
気
の
一
つ
、
加
齢

黄
斑
変
性
で
あ
る
。
現
在
は

ま
だ
安
全
性
を
確
認
す
る
段

階
（
一
例
ご
と
に
約
四
年
間

の
観
察
・
調
査
を
予
定
）
で

あ
り
、
有
効
性
を
評
価
す
る

の
は
そ
の
先
に
な
る
た
め
、

臨
床
応
用
ま
で
遠
い
道
の
り

が
あ
る
▼
基
礎
実
験
で
用
い

ら
れ
る
動
物
と
人
の
臓
器
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
点
が
あ

り
、
基
礎
研
究
で
効
果
が

あ
っ
て
も
、
人
で
安
全
か
つ

効
果
が
あ
る
保
証
は
な
い
と

い
う
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
再
生
医
療
に
限
ら
ず
、

新
薬
や
新
し
い
手
術
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
基
礎
研

究
の
成
果
の
多
く
が
臨
床
試

験
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
消
え

去
っ
て
い
く
▼
と
は
い
え
、

基
礎
研
究
の
成
果
が
な
け
れ

ば
、
医
療
や
社
会
の
発
展
は

望
め
な
い
。
あ
ま
り
華
々
し

い
研
究
成
果
に
ば
か
り
目
を

奪
わ
れ
ず
、
地
道
な
研
究
の

進
展
を
見
守
り
た
い
。

�

（
杉
山
哲
也
）

京都医療生協理事長

山田　亮三

人
類
史
に
お
け
る
二
つ
の
地

殻
変
動
の
時
代
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
こ
の
時
に
臨
ん

で
、私
た
ち
は
、こ
の
危
機
を

あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
冷
静
に

受
け
入
れ
る
心
構
え
を
、
ま

た
危
機
に
よ
る
災
害
を
で
き

る
限
り
避
け
る
努
力
を
、
そ

し
て
英
知
の
限
り
を
尽
く
し

て
未
来
に
希
望
を
託
す
こ
と

が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
京
都
医
療
生
協
・

中
野
眼
科
は
、
豊
か
な
長
寿

社
会
に
向
け
て
、
協
同
を
基

調
に
経
営
改
革
を
進
め
、
信

頼
さ
れ
る
眼
科
を
築
く
た
め

に
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
本
年
度
も
、
こ
の
方
針

を
貫
い
て
参
り
ま
す
。

　

経
営
改
革
は
、
組
合
加
入

強
化
、眼
科
専
門
医
療
充
実
、

京
都
駅
前
診
療
所
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
供
給
部
門
充
実
、

常
勤
医
勤
務
体
制
強
化
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
組

合
員
活
動
活
性
化
、
事
務
所

世
代
交
代
等
と
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
実
績
は
年
間
患
者

十
三
万
人
超
で
、
着
実
に
伸

長
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

　

中
野
眼
科
を
開
設
し
て
い
る
京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

の
第
六
十
八
回
通
常
総
代
会
が
六
月
十
三
日
（
土
）
午

後
、
中
京
区
の
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
河
原
町
ビ
ル
八
階

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
中
野
眼
科
の
五
つ
の
診
療
所
の
充

実
、
連
携
強
化
な
ど
を
内
容
と
す
る
今
年
度
の
事
業
計
画

や
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
は
、
来
賓
に
京
都
府
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の

横
山
治
生
専
務
理
事
を
迎
え
、
総
代
や
役
員
な
ど
七
十
五

人
が
参
加
し
て
す
す
め
ら
れ
、
①
二
〇
一
四
年
度
事
業
報

告
・
決
算
、
②
二
〇
一
五
年
度
事
業
計
画
・
予
算
、
③
役

員
報
酬
総
額
の
全
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
、
承
認

し
ま
し
た
。

　

総
代
会
後
、
同
会
場
で
恒
例
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、
宮

本
和
明
本
院
神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し

た
。
山
田
亮
三
理
事
長
が
総
代
会
の
冒
頭
で
行
っ
た
挨
拶

の
大
要
は
次
の
通
り
で
す
。（
二
面
に
関
連
記
事
）

自
然
界
も
人
類
史
も
変
動
の
時
代

　
　
　
　
　
英
知
尽
く
し
飛
躍
を
達
成

　

総
代
の
み
な
さ
ん　

ご
出

席
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

四
年
前
に
は
東
日
本
大
震

災
、
昨
年
に
は
御
嶽
山
の
噴

火
を
経
験
し
ま
し
た
。
戦
後

七
十
年
を
迎
え
る
今
日
に

は
、
世
界
で
は
中
国
の
登
場

に
よ
る
ア
メ
リ

カ
体
制
の
動

揺
、
国
内
で
は

長
寿
化
と
人
口

減
少
の
渦
中
に

あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
私
た

ち
は
自
然
界
と

信頼される眼科を
第68回通常総代会開く

﹁
も
の
を
見
る
﹂と
い
う
こ
と

作
業
の
過
程
に
お
い
て
、
脳

　
「
も
の
を
見
る
」
と
い
う

　

総
代
会
後
に
開
か
れ
た
懇
親
会
で
、
宮
本
和
明
中
野
眼
科
本
院
神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー

長
が
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、「
も
の
を
見
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
話
題
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
次
は
そ
の
大
要
で
す
。

で
の
処
理
の
影
響
を
大
い
に

受
け
て
い
ま
す
。
下
の
図
を

ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
さ
て
、
こ
の
Ａ
と
Ｂ

の
色
は
何
色
で
し
ょ
う
か
？

　

大
半
の
人
は
、
Ａ
は
濃
い

グ
レ
ー
、
Ｂ
は
白
と
お
答
え

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
Ａ
と
Ｂ
は
全
く
同
じ
色

で
す
。
で
は
な
ぜ
、
違
う
色

に
見
え
る
の
か
？　

そ
の
原

因
は
、
境
目
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
境
目
の
と
こ
ろ
は

明
ら
か
に
、
上
の
ブ
ロ
ッ
ク

は
濃
い
グ
レ
ー
、
下
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
白
と
認
識
さ
れ
ま

す
。
こ
の
情
報
に
引
っ
張
ら

れ
て
、
Ａ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は

上
か
ら
光
が
当

た
っ
て
い
る
か

ら
本
当
は
濃
い

グ
レ
ー
、
Ｂ
の

ブ
ロ
ッ
ク
は
陰

に
な
っ
て
い
る

か
ら
本
当
は
白

と
脳
が
無
意
識

に
解
釈
し
て
、

Ａ
と
Ｂ
は
違
う
色
だ
と
判
断

し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
こ

の
よ
う
に
「
も
の
を
見
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
心
の
働
き

も
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
感
覚
な

の
で
す
。
私
が
専
門
と
し
て

き
た
神
経
眼
科
と
い
う
分
野

は
、
こ
う
い
っ
た
脳
の
働
き

も
含
め
た
眼
疾
患
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
て
、
中
野
眼

科
で
の
診
療
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
本
　
和
明

話
題
の
ス
ピ
ー
チ

　

メ
ニ
コ
ン
創
業
者
会
長
の

田
中
恭
一
氏
の
著
書
﹃
無
か

ら
有
を
創
造
す
る
楽
し
さ
﹄

（
中
経
マ
イ
ウ
ェ
イ
新
書
）

の
感
想
文
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
中
野
眼
科
京

都
駅
前
診
療
所
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
部
の
三
階
フ
ロ
ア

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
も
の

で
、
主
催
は
京
都
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
。

　

本
の
内
容
は
、
見
た
こ
と

も
な
い
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

を
独
創
し
た
日
本
人
の
物
語

で
、
五
つ
の
中
野
眼
科
診
療

所
で
先
着
三
百
名
に
無
料
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
想
文
応
募
資
格
は
、
京

都
市
在
住
の
中
・
高
校
生
に

限
り
ま
す
。
応
募
期
間
：
八

月
三
十
一
日
ま
で
、
書
き

方
：
原
稿
用
紙
（
二
十
字
×

二
十
行
）
二
枚
以
内
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
応
募
可
、
表
彰
：

特
賞
一
本
図
書
券
三
万
円
、

一
等
二
本
図
書
券
一
万
円
な

ど
十
八
本
。

■�

応
募
先
：
京
都
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
（
中
京
区
千
本

丸
太
町
西
南
角
、
視
力
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
地
階
）
☎
八

四
一
・
五
五
八
七
番
。

作
業
は
、
光
を

受
容
す
る
目
と

そ
こ
で
得
た
情

報
を
処
理
す
る

脳
の
働
き
に

よ
っ
て
遂
行
さ

れ
ま
す
。
我
々
人
間
は
、
こ

の
「
も
の
を
見
る
」
と
い
う

見
て
く
だ
さ
い
。

真
ん
中
に
、
二
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
が
積

新
た
な
時
代
へ
の
飛
躍
を
達

成
し
、
安
定
し
た
経
営
を
確

保
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

総
代
の
み
な
さ
ん
、
ご
審

議
の
上
、
決
算
お
よ
び
予
算

を
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
野
眼
科
名
誉
院
長
）

　

中
野
眼
科
京
都
駅
前
診

療
所
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
供
給
部
門
が
、
六
月
一

日
、
三
階
フ
ロ
ア
に
拡

充
、
広
く
、
明
る
く
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
懸
案
の
混

雑
緩
和
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
一
日
か
ら

昼
休
み
時
間
が
設
け
ら

れ
、
月
曜
～
金
曜
の
午
後

一
時
～
二
時
が
休
診
と
な

り
ま
し
た
。

感
想
文
募
集
中

　
三
階
フ
ロ
ア
オ
ー
プ
ン
記
念

京都駅前診療所コンタクトレンズ供給部門
広く、明るく、３階に拡充オープン

中
野
眼
科
本
院

神
経
眼
科
セ
ン
タ
ー
長

駅
前
診
療
所
レ
ン
ズ
供
給
部
門

　
広
く
、
明
る
く
オ
ー
プ
ン

６月１日

第
68
回
通
常
総
代
会
で
、
総
代
の
意
見
に
答
え
る
山
田
亮
三
理
事
長
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ニ
ガ
ウ
リ
を
使
っ
て

�

（
２
人
分
）

〔
材
料
〕

ニ
ガ
ウ
リ　

１
５
０
ｇ
程
度

干
椎
茸　

２
枚

人
参　

30
ｇ

木
綿
豆
腐　

２
０
０
ｇ
程
度

白
胡
麻　

小
匙
２
杯
を
炒
っ

て
半
ず
り
に
す
る
。

味
醂
、
醤
油
、
酒
、
油

〔
作
り
方
〕

イ　

木
綿
豆
腐
に
重
し
を
か

け
水
切
り
を
す
る
。

ロ　

ニ
ガ
ウ
リ
は
縦
半
分
に

切
り
、
種
の
部
分
を
取
り
除

き
薄
切
り
に
す
る
。

ハ　

干
椎
茸
は
水
で
戻
し
、

薄
切
り
に
す
る
。
戻
し
水
も

使
う
。

ニ　

人
参
は
太
さ
に
よ
り
半

月
か
イ
チ
ョ
ウ
の
薄
切
り
。

ホ　

鍋
を
熱
し
て
油
を
少
量

入
れ
て
、
㋺
、
㋩
、
㋥
を
入

れ
て
塩
少
量
を
加
え
て
炒
め

る
。
火
が
通
っ
た
ら
㋑
の
豆

腐
を
く
ず
し
入
れ
て
炒
め

る
。
味
醂
、
醤
油
、
酒
を
加

え
て
好
み
の
味
付
け
を
し
、

ニ
ガ
ウ
リ
が
好
み
の
柔
ら
か

さ
に
な
っ
た
ら
器
に
盛
り
、

半
ず
り
胡
麻
を
振
り
か
け

る
。
好
み
に
よ
っ
て
仕
上
り

に
玉
子
を
溶
い
て
ま
わ
し
入

れ
て
も
よ
い
で
す
。

�

（
あ
ざ
み
班
・
田
寺
慈
子
）

　

企
業
の
合
併
は
日
常
茶

飯
事
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
金
融
機
関
も
例

が
、
こ
れ
に
南

都
銀
が
加
わ
る

と
千
年
の
都
の

連
合
軍
と
な
り

ま
す
」
と
著
者

は
書
い
て
い
る

が
、
現
実
に
は

り
、
現
在
は
企
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
著
者
の
津
田
倫
男
氏

は
い
う
。
再
編
が
起
こ
る

と
い
う
根
拠
は
、
日
本
の

銀
行
の
数
が
多
す
ぎ
る
こ

と
、
さ
ら
に
銀
行
経
営
陣

の
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ

ル
で
は
な
い
か
、
と
著
者

は
見
て
い
る
。
ま
た
金
融

庁
も
金
融
再
編
に
は
前
向

き
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
ど
う
な
る

の
か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で

は
「
京
都
銀
が
組
む
自
然

な
相
手
は
滋
賀
銀
で
す

現
在
一
段
落
し
た
よ
う

で
、
メ
ガ
バ
ン
ク
五
行
の

体
制
が
落
ち
着
い
て
い

る
。

　
「
次
は
地
方
銀
行
の
番

だ
」
都
銀
、
外
銀
で
二

十
年
の
勤
務
経
験
が
あ

る
こ
と
だ
と
い
う
。
国
内

の
地
銀
と
第
二
地
銀
で
百

行
超
、
信
金
、
信
組
を
含

め
る
と
三
百
～
四
百
あ

り
、
地
銀
と
第
二
地
銀
で

二
、
三
十
と
い
う
と
こ
ろ

が
金
融
再
編
の
中
間
ゴ
ー

そ
ん
な
動
き
は
な
い
。
京

都
で
は
信
金
の
力
が
強

く
、
京
都
中
央
、
京
都
、

京
都
北
都
の
三
信
金
の
動

向
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。
平
凡
社
新
書
。
七
四

〇
円
＋
税
。（
亀
井　

励
）

外
で
は
な

い
。
金
融
危

機
（
一
九
九

七
年
）
以
来

進
ん
だ
都
市

銀
行
の
統

合
、
合
併
は

『
大
予
想　

銀
行
再
編

 

地
銀
と
メ
ガ
バ
ン
ク
の
明
日
』

　

第
六
十
八
回
通
常
総
代
会

は
友
藤
弘
子
理
事
の
司
会
で

す
す
め
ら
れ
、
議
長
に
建
設

協
同
組
合
班
の
川
久
保
雄
二

郎
総
代
を
選
出
、
は
じ
め
に

山
田
亮
三
理
事
長
が
挨
拶
し

ま
し
た
。
続
い
て
京
都
府
生

活
協
同
組
合
連
合
会
の
横
山

治
生
専
務
理
事
が
来
賓
と
し

て
挨
拶
、
こ
の
後
三
つ
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
に
対

す
る
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

総
代
会
に
は
日
本
医
療
福

祉
生
活
協
同
組
合
連
合
会

な
ど
三
十
四
団
体
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
祝
辞
が
あ
り
、そ
の

中
か
ら
神
戸
医
療
生
活
協
同

組
合
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
司
会

者
か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
野
眼
科
京
都
駅
前
診

療
所
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

部
三
階
フ
ロ
ア
で
は
、
ミ

ニ
展
示
「
メ
ニ
コ
ン
の
歴

史
展
」
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

の
歴
史
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
の
製
造
工
程
、
中
野

信
夫
先
生
と
田
中
恭
一
創

業
者
会
長
と
の
出
会
い
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間

は
八
月
三
十
一
日
ま
で
。

経営めぐり　真剣な論議
第68回通常総代会報告

第68回通常総代会で議案に賛成する総代

総
代
の
発
言
と
答
弁
（
要
旨
）

　
上
木
　
紀
介 

総
代

　

二
〇
一
四
年
度
決
算
は
四

年
連
続
で
赤
字
決
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
度

予
算
で
は
赤
字
を
半
減
す
る

と
断
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

五
年
度
予
算
で
は
、
事
業
経

費
の
伸
び
が
、
事
業
収
益
の

伸
び
よ
り
も
高
く
、
こ
れ

で
本
当
に
赤
字
を
半
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
田
中
　
弘 

専
務
理
事

　

赤
字
の
要
因
は
多
額
の
設

備
投
資
に
よ
る
も
の
で
す
。

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
投
資

を
決
断
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
状
の
困
難
を
前
向
き
に
切

り
開
い
て
い
く
基
礎
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
思
い

　

中
野
眼
科
で
は
、
検
査
機

器
を
新
し
く
し
て
い
た
だ

き
、
高
齢
者
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
検
査
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
も
な

く
、
気
持
ち
よ
く
受
診
で
き

て
い
ま
す
。
医
療
機
器
へ
の

投
資
は
患
者
の
た
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
山
田
　
亮
三 

理
事
長

　

機
器
に
支
え
ら
れ
、
技
術

に
支
え
ら
れ
、
し
か
も
患
者

さ
ん
の
満
足
度
が
高
い
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
深

刻
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

設
備
や
人
材
へ
の
投
資
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
。
本
院
で

は
三
人
の
専
門
医
の
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
、
医
学

の
進
歩
に
合
わ
せ
た
全
国
に

誇
り
う
る
レ
ベ
ル
に
な
り
ま

し
た
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
診
療

は
京
都
の
創
業
診
療
所
と
し

て
専
門
性
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

大
徳
寺
前
診
療
所
も
着
実

に
軌
道
に
乗
せ
、
本
院
を
含

め
今
年
度
中
に
し
っ
か
り
道

を
つ
け
た
い
と
決
意
し
て
い

ま
す
。

切
っ
た
事
業
改
革
と
投
資
に

よ
り
、
赤
字
の
診
療
所
が
黒

字
に
転
換
で
き
た
例
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
五
年
度
の

四
月
、
五
月
の
実
績
は
着
実

に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
近
藤
　
順
子 

総
代

療
が
横
行
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。

　

医
療
保
険
制
度
改
革
の
内

容
は
保
険
給
付
費
の
削
減
策

が
中
心
で
、
国
民
に
は
負
担

増
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

政
府
が
今
国
会
に
提
出
し

て
い
た
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
が
五
月
二
十
七
日
成

立
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容人

生
80
年
時
代
を
迎
え
て

莇　祥子理事

禁
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
混
合
診
療
」
が
実
施
さ
れ

る
と
、
保
険
の
き
か
な
い
医

療
が
拡
大
し
、
自
己
負
担
の

医
療
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
安
全
性
の
不
確
か
な
治

　

株
高
で
大
企
業
や
富
裕
層

が
潤
う
一
方
で
、
生
活
に
苦

し
む
貧
困
層
が
増
え
て
い
ま

す
。
貧
困
が
理
由
で
病
院
に

行
け
ず
、
病
状
が
悪
化
す
る

受
診
抑
制
が
深
刻
化
す
る
な

ど
所
得
の
格
差
が
い
の
ち
の

格
差
ま
で
生
む
健
康
格
差
へ

と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
男
性
の
平
均
寿

命
が
八
十
歳
を
超
え
、
日
本

は
男
女
と
も
人
生
八
十
年
時

代
に
入
り
ま
し
た
。
高
齢
者

が
健
や
か
な
高
齢
期
を
豊
か

に
過
ご
せ
る
社
会
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
医
療
、
介

護
、
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

高
齢
者
を
は
じ
め
す
べ
て

の
国
民
が
安
心
し
て
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
て

い
く
た
め
、
今
こ
そ
憲
法
二

十
五
条
に
も
と
づ
く
社
会
保

障
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

引
き
上
げ
、
▼
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
へ
の
移
行
、

▼
「
患
者
申
し
出
療
養
」
と

称
す
る
「
混
合
診
療
」
の
解

　

莇
祥
子
理
事
か
ら
特
別
決
議
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の

拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
決
議

　

こ
う
し
た

中
、
京
都
医
療

生
協
は
協
同
を

基
調
に
、
経
営

改
革
を
す
す

め
、
中
野
眼
科

の
医
療
を
し
っ
か
り
と
守
り

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

二
〇
一
五
年
六
月
十
三
日

　

京
都
医
療
生
活
協
同
組
合

　

第
六
十
八
回
通
常
総
代
会

は
、
▼
入
院
時

の
食
事
代
の
自

己
負
担
値
上

げ
、
▼
紹
介
状

な
し
で
大
病
院

を
受
診
す
る
と

き
の
定
額
負
担
導
入
、
▼
健

康
保
険
の
保
険
料
率
上
限
の

組
合
員
の
除
籍
等
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

組
合
員
の
除
籍
等
が
、
第

六
十
八
回
通
常
総
代
会
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

診
療
所
所
属
組
合
員
で
、

一
九
九
五
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
加
入
し
た
組
合
員
の

う
ち
、
五
年
以
上
診
療
所
の

利
用
の
な
い
組
合
員
を
、
二

〇
一
五
年
三
月
三
十
一
日
付

で
別
管
理
組
合
員
に
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
三
年
三
月

三
十
一
日
付
で
別
管
理
組
合

員
と
し
た
う
ち
、
こ
の
二
年

間
に
も
利
用
の
な
か
っ
た
組

合
員
を
除
籍
し
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
京
都
医
療
生
協
事
務

所
ま
で
。
☎
八
二
二
・
二
二

八
六
番
。
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つ　 く 　る 　健 　康

７
月
の
献
立

持
続
可
能
な
制
度
の
た
め
に
と
、
医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
が
成
立
。「
負

担
の
公
平
化
」
の
名
で
行
わ
れ
た
の
は
、
全
て
の
世
代
の
負
担
増
で
し
た
。

保
険
で
良
い
医
療
を


